












纂された。序文に 「けだし平家の伝瞽師相受授して書なし。 （中略） 荻野氏これを憂ひ遂にこの書を刪述して門生に授く」（安永五年九月丹羽敬中。原文は漢文）と述べられているように、この譜本の意義は、それまでもっぱら晴眼愛好者が考案し、改訂を重ねてきた譜本を、初めて専門家である当道盲人が編纂したことにある。それまでに愛好者の手によって作られた譜本が、限られたサ―クルのなかでしか普及しなかったのにたい て、 『平家正節』が広く全国的に普及したのは、譜本として優れていただけでなく、当道側から発表された「正本」だったからであろう。　
しかし、音楽には楽譜に書き記せない要素もたくさんある。平家の規範、つまり作品のあるべき姿は、楽譜ではなく







































①豊橋市立中央図書館蔵『平家正節』 。基本の三十七冊に「目録」が付随 指南抄」 「塔之平家句組」 「柱経」が別置さ
れる。改行や字配りまで尾崎家本に似ているが、墨譜の付き方には小異がある。
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②国風音楽会所蔵『平家正節』 。基本の三十七冊のうち「灌頂巻」を欠く。 「間の物・八坂流訪月」 「小秘事」 「平家指南」
の三冊が付随する） 。箱蓋に貼られた一覧には「灌頂巻」も含まるので、かつては基本の三十七冊が揃っていたと思われる。詞章の書き方は豊橋本ほど尾崎家本に似てない。墨譜には小異があり、その一部は豊橋本に重なるが、朱による訂正の結果尾崎家本と同じになっている個所もある。






























































































































































真は、豊川周辺の愛好家たちが用いていた譜本に豊川勾当所持の正節本の譜を書き込んだ。これが豊川本である。詞章の右側には朱で原譜が記される 、 左側に墨で正節譜が書き込まれている。十二巻本の『平家物語』の順に記され、「小秘事」は十二巻下に含まれる。 「大秘事」は含まない。また荻野編纂本の「付録」にあたる内容もない。正節譜は尾崎家本に非常に近い。
②『平語小曲』 （高楷訪月撰、江戸、大阪、京都一八〇〇刊） 。平家譜本史上唯一の刊本で、平家の聴かせどころを集め
た小品集。乾坤二冊。 『平家物語』各巻から一句ずつ巻通しのやり方で上中下三セット三十六句 選び、そのなかの聴かせどころを抽出して収めてある。乾の冊には、平家正節の節名目並象と 之巻を、坤の冊には中の巻、下の巻を
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載せる。




ざまな経路で正節が江戸に導入されたことなどから 江戸では、 『平家正節』 記譜法について多少混乱があったようである。江戸の晴眼愛好者岡正武は、大々的な譜本の校合作業を行っている。岡の関わった正節は二点ある。①京都大学国語国文学研究室蔵『平曲 』十八冊。校合作業に用いられ 譜本で、巻通し式の平物十五冊、習物が三










家を習う。 『平語小曲』や「豊川本」の左譜からわかるように、当時、すでに正節は江戸にも紹介されていたのにもかかわらず、 『平家音楽史』では、麻岡検校を正節の導入者とみなしている（館山一九一 ：三七五） 。江戸では麻岡に至って、ようやく 正節』が、前田流平家の語りの正本としての地位を獲得したと考 られるのである。　
京都と江戸の平家は、京都で修行した亀田意 （一七六五 登官。第四世江戸宗匠）が江戸で活動するなど、交流が








ｂ．必ずしも『平家正節』という題を持たないｃ．必ずしも巻通しとは限らないｄ．墨譜の位置や、曲節 書き方、用字 ど、写本により異同があるｅ．冊数は、十二、 十九、 二十などいろいろの冊数のものがある
この類の写本としては以下のようなものがある。
①東洋文庫蔵『平家曲節』 （清川勾当本） 。四三冊。基本の三十七冊に「小秘事」 「平家正節目次（目録） 」二冊、 「平







































とになるが、江戸の前田流は京都・名古屋 前田流の語りとは少し異なっており、それに合わせて、 『平家正節』も変容を遂げることになった。荻野の編纂した『平家正節』と 系の『平家正節』の違いは、完成前の『平家正節』が流出して江戸に伝わったというようなことではなく、岡 武 ような熱心な晴眼愛好者や 麻岡検校長歳一のような江戸系の演奏家の手 よって、江戸系の語りにあった『平家正節』が成立した結果とみなすべきであろう。　
＊本稿は拙著『平家の音楽』 （一九四‐二〇八）を 改稿したものである。
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